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『
沙
石
集
』
諸
本
の
一
考
察

｜
｜
阿
岸
本
『
砂
石
集
』
を
中
心
と
し
て
｜
｜

上
野

陽
子

は
じ
め
に

『
三
回
国
文
』
第
三
四
号
か
ら
第
三
六
号
に
か
け
て
、
阿
岸
本
『
砂
石
集
」
の
翻
刻
を
掲
載
し
た
。
阿
岸
本
に
つ
い
て
は
、
構
成
上
は
内

閣
文
庫
第
一
類
本
に
似
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
語
葉
レ
ベ
ル
で
は
独
自
異
文
の
目
立
つ
本
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
る
ば
か
り
で
、
そ
の
特
徴

に
つ
い
て
具
体
的
に
踏
み
込
ん
だ
研
究
は
甚
だ
少
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
阿
岸
本
の
特
徴
を
改
め
て
捉
え
、

『
沙
石
集
』
諸
本
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
種
多
様
を
極
め
る
『
沙
石
集
』
諸
本
の
研
究
に
、
新
た
な
一
材
料
を
提
供
す
る

こ
と
を
趣
旨
と
す
る
。
な
お
、
書
誌
に
つ
い
て
は
『
三
回
国
文
』
第
三
四
号
に
記
載
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

阿
岸
本
「
砂
石
集
』
の
本
文

(1) 

阿
岸
本
の
独
自
異
文

-1ー(368) 



阿
岸
本
『
砂
石
集
』
の
本
文
が
持
つ
大
き
な
特
徴
は
、
独
自
異
文
の
多
き
で
あ
る
。
試
み
に
、
阿
岸
本
の
序
の
冒
頭
と
党
舜
本
の
序
の
冒
(367) 

頭
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

O
阿
岸
本
・
序
（
一
丁
表
）

夫
危
言
衆
語
皆
帰
第
一
義
、
治
生
産
業
併
ラ
不
背
実
相
。
然
則
狂
言
締
語
ノ
ア
タ
ナ
ル
詞
ヲ
因
ト
シ
テ
、

ヒ
カ
事

メ
、
世
間
浅
近
ノ
賎
醤
ヲ
縁
ト
シ
テ
、
勝
義
諦
ノ
深
理
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
フ
。
是
故
ニ
老
ノ
ネ
サ
メ
ノ
徒
ナ
ル
手
ス
サ
ミ
こ
一
、
見
事

一
仏
乗
ノ
妙
ナ
ル
道
ニ
入
シ

聞
事
思
出
ス
ニ
随
テ
、
難
波
ノ
ヨ
シ
ア
シ
ヲ
モ
キ
ラ
ハ
ス
、
玄
甫
ノ
宛
ノ
ア
ワ
ナ
シ
ヲ
モ
エ
ラ
ハ
ス
、
フ
リ
ニ
シ
コ
ト
ハ
ヲ
シ
ル
へ
ニ

テ
、
口
ニ
任
テ
綴
リ
成
シ
、
藻
塩
草
ニ
ナ
ソ
ラ
へ
テ
、
手
ニ
任
テ
撹
集
。

O
党
舜
本
・
序

テ
、
仏
乗
ノ
妙
ナ
ル
道
ニ
入
シ
メ
、
世
間
浅
近
ノ
賎
キ
事
ヲ
醤
ト
シ
テ
、
勝
義
ノ
深
キ
理
ヲ
知
シ
メ
ン
ト
思
フ
。
此
故
ニ
、
老
ノ
眠
ヲ
-2ー

夫
魚
一
一
言
軟
語
ミ
ナ
第
一
義
ニ
帰
シ
、
治
生
産
業
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
実
相
ニ
背
ズ
。
然
レ
パ
狂
言
締
語
ノ
ア
ダ
ナ
ル
タ
ハ
ブ
レ
ヲ
縁
ト
シ

サ
マ
シ
、
徒
ラ
ナ
ル
手
ス
サ
ミ
ニ
、
見
シ
事
開
シ
事
、
思
ヒ
イ
ダ
ス
ニ
随
テ
、
難
波
江
ノ
ヨ
シ
ア
シ
ヲ
モ
撰
ズ
、
藻
塩
草
手
ニ
任
セ

テ
、
書
キ
集
侍
リ
。

阿
岸
本
と
同
系
統
に
属
す
る
党
舜
本
と
比
較
し
た
が
、
本
文
の
異
同
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
他
諸
本
の
序
も
党
舜
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、

阿
岸
本
だ
け
が
独
自
異
文
を
持
つ
。

以
上
の
知
き
独
自
異
文
は
阿
岸
本
全
般
に
渡
っ
て
見
ら
れ
る
。
で
は
、
阿
岸
本
に
お
い
て
独
自
異
文
は
知
何
な
る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い

る
の
か
。
そ
れ
を
考
察
す
る
の
に
適
切
な
例
が
、
「
さ
さ
や
き
竹
」
と
し
て
著
名
な
話
に
見
ら
れ
る
。
阿
岸
本
の
当
該
話
は
、
党
舜
本
な
ど

よ
り
も
米
沢
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
た
め
、
米
沢
本
と
比
較
す
る
。



O
阿
岸
本
・
巻
二
（
十
五
丁
裏
l

十
七
丁
表
）

ツ
ヤ
シ

近
比
勘
解
由
ノ
小
路
ニ
利
生
新
ナ
ル
地
蔵
ヲ
ハ
ス
。
京
中
ノ
男
女
市
ヲ
成
シ
テ
詣
ケ
ル
中
ニ
、
容
顔
ナ
ホ
ヤ
カ
ナ
ル
女
房
、
常
ニ
通
夜

ケ
リ
。
又
若
僧
ノ
常
ニ
参
範
シ
ケ
ル
カ
、
此
ノ
女
房
ヲ
心
ニ
係
テ
、
何
ニ
シ
テ
モ
近
付
ト
思
ケ
ル
余
リ
ニ
、
此
ノ
女
房
ヨ
モ
ス
カ
ラ
勤

メ
シ
ツ
カ
レ
テ
、
チ
ト
打
マ
ト
ロ
ミ
タ
ル
耳
ニ
、
此
法
師
ネ
ラ
イ
ヨ
リ
テ
云
ケ
ル
ハ
、
「
下
向
ノ
時
、
始
メ
テ
行
合
タ
ラ
ン
人
ヲ
タ
ノ

メ
ヨ
」
ト
云
テ
、
ヒ
ソ
カ
ニ
立
ノ
キ
テ
ミ
レ
パ
、

ヤ
カ
テ
ヲ
キ
ア
カ
リ
テ
、
ト
モ
ナ
ル
女
童
ヲ
コ
シ
テ
、
急
下
向
シ
ケ
リ
。
「
シ
ヲ
ウ

セ
タ
リ
」
ト
思
テ

ア
ハ
テ
出
キ
ッ
、
行
合
ト
ス
ル
程

ハ
キ
物
ヲ
置
失
テ
尋
ヌ
レ
ト
モ
求
メ
ヱ
ス
。

ヲ
ソ
カ
リ
ケ
レ
ハ
、
カ
タ

ケ
テ

／
＼
ハ
キ
テ
、
先
々
下
向
シ
ケ
ル
方
ヲ
ヨ
ク
／
＼
見
置
テ
、
勘
解
由
ノ
小
路
ヲ
東
へ
往
カ
ン
ス
ラ
ム
ト
テ
走
ル
ニ
、
石
ニ
足
ヲ
蹴
倒
レ

ヲ
キ

ニ
ケ
リ
。
ハ
ル
カ
ニ
テ
起
上
テ
東
西
ヲ
ミ
ル
ニ
無
ケ
リ
。
此
女
房
、
可
然
信
者
ナ
ル
ニ
ヤ
、
烏
丸
ヲ
下
リ
ニ
往
ケ
リ
。
暁
月
夜
ニ
見
レ

ト
モ

ハ
、
馬
ニ
乗
タ
ル
人
ノ
伴
ノ
者
ノ
四
五
人
計
具
タ
ル
ニ
行
合
ニ
ケ
リ
。
チ
ト
立
留
テ
由
ハ
ミ
タ
ル
気
色
有
ケ
レ
パ
、
馬
ヨ
リ
打
下
テ
、
-3-

「
何
ナ
ル
人
ニ
ヤ
」
ト
云
へ
リ
。
左
右
無
ク
返
事
セ
サ
ケ
リ
。
良
久
有
テ
、
「
申
ニ
付
テ
偉
リ
多
ク
侍
レ
ト
モ
、
勘
解
由
ノ
小
路
ノ
地
蔵

ニ
祈
申
事
侍
リ
。
『
此
暁
下
向
ノ
時
始
テ
値
タ
ラ
ン
人
ヲ
滋
メ
』
ト
示
現
ヲ
蒙
レ
リ
。
申
モ
ハ
ッ
カ
シ
ク
、
申
サ
ヌ
モ
イ
ヵ
、
ト
思
テ
、

立
ア
ヤ
フ
ム
」
由
シ
語
リ
ケ
リ
。
此
人
ト
年
来
ノ
妻
ニ
ヲ
ク
レ
テ
三
箇
年
ニ
成
ケ
ル
カ
、
此
地
蔵
ニ
参
テ
祈
申
サ
ン
断
ニ
地
蔵
堂
へ
参

ケ
ル
道
ニ
テ
、
ヵ
、
ル
事
有
ケ
レ
ハ
、
不
及
子
細
、
馬
ニ
昇
乗
テ
宿
所
へ
帰
ヌ
。
田
舎
ニ
所
領
ア
マ
タ
モ
チ
テ
マ
ツ
シ
カ
ラ
ヌ
武
士
成

ケ
リ
。
サ
テ
汗
ヲ
流
シ
息
ヲ
切
リ
、

O
米
沢
本
・
巻
二

ツ
メ
カ
ケ
テ
鼻
血
タ
リ
、
求
メ
廻
ト
モ
、
ナ
シ
カ
ハ
行
合
ヘ
キ
。
（
後
略
）

近
比
勘
解
由
ノ
小
路
ニ
利
生
新
タ
ナ
ル
地
蔵
御
坐
ス
。
京
中
ノ
男
女
市
ヲ
成
テ
詣
ツ
ル
中
ニ
、
若
キ
女
房
ノ
貌
形
チ
ナ
タ
ラ
カ
ナ
ル
、
(366) 

常
ニ
通
夜
シ
ケ
リ
。
又
若
キ
法
師
参
寵
シ
タ
リ
ケ
ル
カ
、
此
ノ
女
房
ニ
心
ヲ
カ
ケ
テ
、
何
ニ
ト
シ
テ
カ
情
ケ
ヲ
モ
カ
ケ
ン
ト
思
ケ
ル
ア



夢

マ
リ
、
此
ノ
女
房
ヨ
ヒ
ノ
ホ
ト
勤
シ
ツ
カ
レ
テ
打
ヤ
ス
ミ
タ
リ
ケ
ル
ニ
耳
ニ
、
「
下
向
ノ
時
キ
、
初
メ
テ
行
合
タ
ラ
ム
人
ヲ
タ
ノ
メ
」

ト
云
テ
、
タ
チ
ノ
キ
テ
ミ
ケ
レ
ハ
、

ヤ
カ
テ
／
＼
起
キ
ア
カ
リ
テ
、
女
童
起
コ
シ
テ
、
急
下
向
シ
ケ
リ
。
「
シ
オ
ホ
セ
ツ
」
ト
思
テ
、
(365) 

出
テ
チ
カ
イ
テ
行
合
ハ
ン
ト
ス
ル
程
ト

ハ
キ
テ
、
サ
キ
／
＼
下
向
ス
ル
方
ヲ
ミ
ヲ
キ
テ ハ

キ
モ
ノ
ヲ
置
失
テ
尋
ネ
ヌ
レ
ト
モ
ミ
へ
ス
。

カマ
デ
ノ
小
路
ヲ
東
へ
行
カ
ン
ス
ラ
ン
ト
、
走
リ
メ
ク
リ
テ
ミ
ル
ニ
無
シ
。
此
ノ
女
房

オ
ソ
カ
リ
ケ
レ
ハ
、
ハ
キ
モ
ノ
カ
タ
／
＼

ハ
烏
丸
ヲ
下
タ
リ
ニ
ソ
行
キ
ケ
ル
。
暁
月
夜
ニ
見
ケ
レ
ハ
、入
道
ノ
馬
ニ
乗
タ
ル
カ
、
ト
モ
ノ
物
四
五
人
許
リ
具
シ
テ
行
合
タ
リ
。
立

チ
止
リ
テ
物
ノ
イ
ハ
ン
ト
ス
ル
キ
色
ヲ
見
テ
、
入
道
馬
ヨ
リ
下
リ
テ
、
「
仰
ラ
ル
ヘ
キ
事
候
ニ
ヤ
」
ト
云
へ
ハ
、
左
右
無
ク
モ
云
出
サ

ス
、
良
久
ア
リ
テ
、
「
申
ニ
付
テ
偉
思
ヒ
侍
レ
ト
モ
、カ
テ
ノ
小
路
ノ
地
蔵
ニ
此
ノ
日
来
詣
テ
申
事
ノ
侍
リ
ツ
ル
カ
、
『
此
ノ
暁
キ
ノ
下

向
ノ
時
初
メ
テ
相
ヒ
タ
ラ
ン
人
ヲ
タ
ノ
メ
』
ト
云
フ
示
現
ヲ
蒙
リ
テ
侍
ヲ
、
申
ニ
付
テ
ハ
、
ヵ
リ
ア
レ
ト
モ
、
申
サ
テ
モ
イ
ヵ
、
ト
思

-4-

テ
」
ト
云
テ
、
物
ノ
ハ
ッ
カ
シ
ケ
ナ
ル
気
色
、
此
入
道
妻
ニ
ヲ
ク
レ
テ
三
年
ニ
ナ
リ
ケ
ル
カ
、
此
ノ
地
蔵
ニ
参
テ
仏
ノ
御
許
ヒ
ニ
任
テ

契
ヲ
結
ス
ハ
ン
ト
テ
、
妻
モ
セ
サ
リ
ケ
ル
カ
、
地
蔵
堂
へ
参
ル
道
マ
テ
、
ヵ
、
ル
事
ノ
ア
リ
ケ
レ
ハ
、
子
細
ニ
モ
不
及
、
ヤ
カ
テ
馬
ニ

打
乗
テ
帰
リ
ヌ
。
井
中
ニ
所
領
ナ
ン
ト
持
チ
テ
貧
ツ
シ
カ
ラ
ヌ
武
士
入
道
也
ケ
リ
。
サ
テ
彼
ノ
法
師
ハ
、
堅
走
シ
リ
横
ニ
走
リ
、
履
モ

ノ
片
方
ハ
キ
テ
、
汗
ヲ
流
シ
息
ヲ
切
リ
テ
走
リ
廻
レ
ト
モ
、
ナ
シ
カ
ハ
行
合
フ
ヘ
キ
。
（
後
略
）

や
は
り
阿
岸
本
に
は
全
体
的
に
独
自
異
文
が
目
立
つ
。
だ
が
、
阿
岸
本
独
自
の
語
句
は
、
単
に
米
沢
本
と
ほ
ぼ
同
義
の
別
の
語
句
に
置
き
換

え
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
表
現
は
、
よ
り
大
袈
裟
な
も
の
に
変
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
若
僧
が
女
房

ケ
テ
ヲ
キ

石
ニ
足
ヲ
蹴
倒
レ
ニ
ケ
リ
。
ハ
ル
カ
ニ
テ
起
上
テ
東
西
ヲ
ミ
ル
ニ

を
探
し
回
り
、
「
勘
解
由
ノ
小
路
ヲ
東
へ
往
カ
ン
ス
ラ
ム
ト
テ
走
ル
ニ
、

無
ケ
リ
」
や
、
「
汗
ヲ
流
シ
息
ヲ
切
り
ツ
メ
カ
ケ
テ
鼻
血
タ
リ
、
求
メ
廻
ト
モ
、
ナ
シ
カ
ハ
行
合
ヘ
キ
」
な
ど
、
阿
岸
本
独
自
の
語
句
が

付
け
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
米
沢
本
よ
り
も
若
僧
の
様
子
に
滑
稽
味
が
増
し
た
と
言
え
よ
う
。



ま
た
、
巻
一

「
出
離
祈
コ
ル
神
冥
一
－
事
」
に
は
、
「
内
裏
ニ
テ
五
檀
ノ
大
法
ヲ
被
修
ケ
ル
ニ
、
慈
恵
僧
正
ハ
中
檀
ノ
大
阿
閤
梨
ナ
リ
。
御
門

ヒ
ソ
カ
ニ
御
覧
有
シ
ニ
、
行
法
ノ
間
ハ
不
動
成
テ
本
尊
ニ
ス
コ
シ
モ
タ
カ
ヒ
玉
ハ
ス
。
寛
朝
僧
正
ハ
降
三
世
ノ
大
阿
閤
梨
也
」
と
い
う
一
節

が
あ
り
、
「
五
檀
ノ
大
法
」
「
中
檀
ノ
大
阿
閤
梨
」
「
降
三
世
ノ
大
阿
闇
梨
」
と
、
「
大
」
が
三
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
他
諸
本
で
は
こ

の
「
大
」
は
い
ず
れ
も
付
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
巻
二
「
弥
陀
利
益
事
」
で
は
、
「
名
号
ノ
故
ニ
ハ
何
ナ
ル
径
二
モ
当
ラ
ハ
当
レ
ト
思
テ

・
（
中
略
）
：
・
諸
仏
菩
薩
ノ
境
界
、
イ
ツ
レ
モ
／
＼
信
心
深
ク
ハ
現
当
ノ
望
モ
不
レ
空
ヵ
ラ
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
が
、
他
諸
本
で
は
「
当
ラ

ハ
当
レ
」
で
は
な
く
、
た
だ
「
当
レ
」
と
す
る
の
み
で
あ
り
、
「
イ
ツ
レ
モ
／
＼
」
も
、た
だ
「
イ
ツ
レ
モ
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
例
は
枚
挙
に
逗
が
な
い
が

い
ず
れ
も
よ
り
大
袈
裟
な
表
現
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
阿
岸
本
は
他
諸
本
に
比
べ
て
文
飾
豊
か

な
本
文
を
持
つ
と
言
え
る
。

阿
岸
本
を
文
飾
豊
か
な
本
文
に
仕
立
て
た
の
は
、
著
者
・
無
住
本
人
と
は
考
え
に
く
い
。
何
ら
か
の
資
料
を
出
典
と
す
る
際
に
、
無
住
に

は
簡
略
に
話
を
引
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。
阿
岸
本
は
他
諸
本
に
比
べ
て
全
般
的
に
話
が
膨
ら
ま
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
に
反
す
る
か
ら
で
-5ー

あ
る
。

(2) 

阿
岸
本
の
巻

阿
岸
本
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
巻
五
ま
で
し
か
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
無
住
が
巻
五
ま
で
で
執
筆
を
中
断
さ
せ
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
や
、
阿
岸
本
の
他
に
も
巻
五
ま
で
の
内
容
し
か
持
た
な
い
吉
川
本
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
五
巻
で
完
結
し
て
い
た
可
能

性
も
探
ら
れ
て
い
る
が
、
阿
岸
本
に
類
似
し
た
成
貸
堂
文
庫
旧
蔵
江
戸
初
期
写
本
全
十
巻
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
よ
り
、
本
来
は

(6
) 

十
巻
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
出
て
き
て
い
る
。

(7
) 

ま
た
、
現
存
の
阿
岸
本
巻
五
は
左
記
の
一
段
で
終
わ
る
が
、
阿
岸
本
巻
五
が
元
来
こ
の
記
述
を
以
て
完
結
し
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
(364) 



有
心
歌
事

鎌
倉
ノ
大
臣
殿
御
歌
ニ
、

ナ
ル
コ
ヲ
ハ
オ
ノ
カ
ハ
カ
セ
ニ
マ
カ
セ
ッ
、
心
ト
サ
ワ
ク
村
ス
、
メ
カ
ナ

此
歌
ハ
深
心
ノ
侍
ル
ニ
ヤ
。

阿
岸
本
巻
五
の
末
尾
の
一
段
「
有
心
歌
事
」
は
、
ご
く
簡
単
な
記
述
を
以
て
終
わ
る
。
だ
が
、
例
え
ば
、
党
舜
本
で
は
、
「
此
歌
ハ
フ
カ
キ

意
ノ
侍
ル
ニ
ヤ
」
と
述
べ
た
後
に
法
華
経
を
引
用
し
、
「
フ
カ
キ
意
」
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
、
次
に
道
慶
の
歌
を
引
用
し
て
解
説
を
加
え
、

「
心
ア
ル
和
歌
ノ
事
」
の
段
が
終
わ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
は
、
「
哀
傷
歌
ノ
事
」
「
権
化
ノ
和
歌
ヲ
翫
給
事
」
「
行
基
菩
薩
御
歌
事
」
の
三
段

が
続
く
。
巻
五
の
末
尾
は
、
諸
本
に
よ
り
話
の
有
無
や
配
列
な
ど
が
区
々
で
あ
る
の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
「
鎌
倉
ノ
大
臣
殿
御
歌
」

に
つ
い
て
、
「
此
歌
ハ
深
心
ノ
侍
ル
ニ
ヤ
」
と
述
べ
る
に
止
ま
る
の
は
余
り
に
も
簡
略
で
あ
り
、
元
来
は
党
舜
本
等
と
同
様
に
、
法
華
経
を

用
い
た
「
深
心
」
に
つ
い
て
の
解
説
等
が
続
い
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
阿
岸
本
巻
五
の
目
録
に
は
、
「
有
心
歌
事
」
の
後

に
「
哀
傷
歌
事
」
「
権
化
翫
和
歌
給
事
」
「
行
基
菩
薩
御
歌
事
」
の
三
標
目
が
続
く
の
で
あ
る
。

だ
が
、
阿
岸
本
が
か
つ
て
は
全
十
巻
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
後
半
の
五
巻
が
失
わ
れ
た
の
は
か
な
り
早
い
時
期
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
阿
岸
本
巻
二
の
巻
末
に
は
、
「
袈
裟
ノ
功
徳
事
」
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
直
前
の
一
段
「
仏
法
結
縁
事
」
に
も
袈
裟
に
つ
い
て
の

話
が
あ
り
、
袈
裟
を
連
想
の
契
機
と
し
て
、
こ
の
位
置
に
所
収
き
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ほ
ぽ
全
て
の
伝
本
に
お
い
て
、
「
仏
法

結
縁
事
」
が
巻
二
の
末
尾
で
あ
り
、
「
袈
裟
ノ
功
徳
事
」
は
古
本
系
諸
本
で
は
巻
六
の
末
尾
に
、
流
布
本
系
諸
本
で
は
巻
六
上
の
末
尾
に
所

収
す
る
。
阿
岸
本
と
同
時
に
他
の
伝
本
を
読
ん
だ
人
物
が
、
巻
二
の
末
尾
「
仏
法
結
縁
事
」
に
袈
裟
の
話
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
「
袈

裟
ノ
功
徳
事
」
を
書
き
写
し
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ら
ば
、
そ
の
時
点
で
、
阿
岸
本
に
は
巻
六
が
｜
お
そ
ら
く
巻
六
を
含
む
後
半
の
巻
が
｜
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な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
沙
石
集
」
諸
本
に
お
け
る
阿
岸
本
の
位
置
付
け

(1) 

先
行
研
究

日
本
古
典
文
学
大
系
の
諸
本
解
題
で
は
「
広
本
／
五
帖
本
」
の
項
に
掲
げ
ら
れ
、
新
日
本
古
典
文
学
全
集
の
諸
本
解
題
で
は

「
古
本
系
／
第
二
類
十
帖
本
」
の
項
に
掲
げ
ら
れ
る
。
刊
本
の
識
語
に
「
此
集
行
子
世
尚
矢
本
有
広
略
記
」
と
記
さ
れ
て
以
来
、
諸
本
を
広

阿
岸
本
は
、

本
・
略
本
に
大
別
す
る
見
方
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
略
本
系
諸
本
に
広
本
系
諸
本
に
は
な
い
説
話
が
多
く
含
ま
れ
る
等
、
こ
の
名
称
は
諸
本

の
概
要
を
示
す
の
に
余
り
適
切
で
は
な
い
と
言
え
る
。
よ
っ
て
、
新
日
本
古
典
文
学
全
集
の
諸
本
解
題
に
倣
い
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
成
立

諸
本
の
概
要
に
つ
い
て
は
第
三
章
に
お
い
て
述
べ
る
が
、
阿
岸
本
を
含
む
古
本
系
第
二
類
は
、
吉
本
系
第
一
類
と
流
布
本
系
と
の
中
間
的
-7ー

に
比
重
を
置
い
た
古
本
系
・
流
布
本
系
と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

な
本
文
を
有
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
ま
た
、
今
ま
で
に
阿
岸
本
と
の
類
似
性
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
写
本
は
三
本
あ
る
。
真
福
寺

本
は
巻
四
の
み
の
零
本
で
あ
り
、
そ
の
全
体
像
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
直
接
の
書
承
関
係
は
な
い
も
の
の
、
本
文
や
構
成
が
阿
岸
本
に
似
て

い
る
こ
と
が
報
告
き
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
成
貸
堂
文
庫
旧
蔵
江
戸
初
期
写
本
は
特
に
巻
一
か
ら
巻
三
に
お
い
て
阿
岸
本

（
叩
）

と
類
似
性
を
持
つ
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
最
も
早
く
阿
岸
本
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
た
の
は
内
閣
文
庫
第
一
類
本
で
あ
ろ
う
。
日
本
古
典
文
学
大
系
の
諸
本
解
題
に
お
い

て
、
「
本
書
（
阿
岸
本
・
：
引
用
者
注
）の本
文
に
は
裏
書
が
極
め
て
多
く
、
内
閣
第
一
類
本
と
、
甚
だ
近
い
も
の
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て(362) 

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
阿
岸
本
と
内
閣
文
庫
第
一
類
本
と
の
具
体
的
な
比
較
は
未
だ
に
な
き
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
阿
岸
本
の
独
自
異



文
の
多
き
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
裏
書
を
多
く
有
す
る
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
性
質
を
分
析
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
一
因
が
あ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
改
め
て
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
性
質
を
捉
え
直
し
、
阿
岸
本
と
比
較
し
た
い
。

(2) 

内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
特
徴

現
存
す
る
内
閣
文
庫
第
一
類
本
は
、
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
と
巻
九
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
巻
六
・
七
・
八
・
一O
か
ら
成
り
、
流
布

本
系
に
属
す
る
内
閣
文
庫
第
二
類
本
が
あ
る
が
、
両
者
は
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
欠
損
し
た
巻
を
、
後
人
が
補
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

渡
漫
綱
也
は
日
本
古
典
文
学
大
系
の
諸
本
解
題
に
お
い
て
、
「
本
書
（
内
閣
文
庫
第
一
類
本
：
・
引
用
者
注
）

の
特
徴
は
、
甚
だ
裏
書
の
多

い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
裏
書
の
中
に
、
広
本
系
の
諸
本
に
の
み
収
録
さ
れ
て
い
る
説
話
と
合
致
す
る
も
の
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
内
閣
文
庫

第
一
類
本
を
広
本
系
（
古
本
系
）
に
分
類
す
る
。
内
閣
文
庫
第
一
類
本
に
大
量
に
見
ら
れ
る
裏
書
の
中
に
、
古
本
系
の
本
文
と
一
致
す
る
も

の
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
裏
書
を
切
り
離
し
、
そ
れ
以
外
の
本
文
だ
け
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
そ
こ
に
は
ま
た
別
の
特
徴
が
浮

か
ぴ
上
が
っ
て
く
る
。

『
沙
石
集
』
の
本
文
は
古
本
系
と
流
布
本
系
と
で
対
立
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
一
第
七
話
に
含
ま
れ
る
桓
舜
僧
都
の
話
の

末
尾
に
、
内
閣
文
庫
第
一
類
本
に
は
、
「
行
基
菩
薩
ノ
御
遺
誠
ニ
モ
一
世
ノ
栄
花
利
養
ハ
多
生
輪
廻
ノ
基
也
ト
ノ
給
へ
リ
」
と
い
う
一
文
が

あ
る
。
諸
本
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
流
布
本
系
諸
本
は
す
べ
て
こ
の
一
文
を
持
つ
が
、
阿
岸
本
を
含
む
古
本
系
諸
本
の
中
に
こ
の
一
文
を
持

つ
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
古
本
系
巻
十
本
（
流
布
本
系
巻
九
）
「
証
月
房
遁
世
ノ
事
」
に
お
け
る
性
親
親
王
の
話
で
は
、
古
本
系
諸
本
は

「
一
条
院
ノ
御
時
ト
承
レ
ト
モ
タ
シ
カ
ニ
ハ
不
レ
覚
。
時
ノ
摂
録
ノ
御
女
、
二
歳
ニ
成
給
ケ
ル
カ
」
と
始
ま
り
、
「
后
ノ
御
名
ヲ
モ
承
シ
カ
忘

却
シ
侍
ル
ナ
ル
へ
（
バ
」
と
終
わ
る
が
、
流
布
本
系
諸
本
は
ご
条
院
ノ
御
時
ニ
ヤ
、
時
ノ
摂
禄
御
堂
ノ
関
白
道
長
ノ
御
女
、
二
歳
ニ
ナ
リ
給
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ケ
ル
カ
」
と
始
ま
り
、
「
上
東
門
ノ
女
院
是
也
」
と
終
わ
り
、
古
本
系
と
流
布
本
系
と
で
本
文
が
対
立
す
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
内
閣

文
庫
第
一
類
本
は
流
布
本
系
諸
本
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
例
を
挙
げ
る
に
留
め
る
が
、
裏
書
以
外
の
本
文
で
古
本
系
と
流
布

本
系
と
が
対
立
し
た
場
合
に
、
内
閣
文
庫
第
一
類
本
は
流
布
本
系
に
一
致
す
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
巻
の
構
成
に
も
表
れ
て
い
る
。
巻
の
構
成
は
、
前
半
の
巻
五
ま
で
は
諸
本
間
で
大
き
な
差
異
は
な
い
が
、
後
半
の
巻

六
以
降
に
お
い
て
古
本
系
と
流
布
本
系
と
で
大
き
く
食
い
違
う
。
古
本
系
の
巻
九
は
流
布
本
系
の
巻
六
下
の
内
容
に
相
当
し
、
ま
た
、
流
布

本
系
の
巻
九
は
古
本
系
の
巻
一
O
本
に
巻
一
O
末
の
冒
頭
部
を
加
え
た
も
の
、
流
布
本
系
の
巻
一O
は
古
本
系
の
巻
一
O
末
の
冒
頭
部
を
除

い
た
も
の
に
相
当
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
巻
九
は
、
流
布
本
系
の
巻
九
の
内
容
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
裏
書
を
切
り
離
し
、
そ
れ
以
外
の
本
文
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
本
文
は
む
し
ろ
流
布
本
系
に
分

(3) 

阿
岸
本
と
内
閣
文
庫
第
一
類
本
｜
諸
本
聞
の
位
置
付
け
｜
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類
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

第
一
章
で
述
べ
た
阿
岸
本
の
特
徴
的
な
本
文
は
、
内
閣
文
庫
第
一
類
本
に
は
見
出
せ
な
い
。
前
段
で
述
べ
た
よ
う
に
、
内
閣
文
庫
第
一
類

本
の
裏
書
以
外
の
本
文
は
流
布
本
系
寄
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
阿
岸
本
と
内
閣
文
庫
第
一
類
本
と
の
類
似
性
が
言
わ
れ
て
い

る
の
は
、
以
下
に
引
用
す
る
本
文
の
知
く
、
阿
岸
本
・
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
み
に
見
え
る
独
自
異
文
が
存
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

O
此
三
宝
、
党
網
ノ
自
讃
鍛
他
戒
ヲ
タ
モ
テ
ル
手
本
ナ
ル
へ
シ
。
賢
ヲ
ミ
テ
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ン
ト
思
ハ
＼
自
其
跡
ヲ
跡
時
節
有
ル
へ
ケ

(M
) 

ン
ヤ
。
（
巻
三
・
二
六
丁
裏
）

O
裏
書
云
、
隠
遁
ノ
本
意
ハ

一
向
求
菩
提
ノ
為
也
。
然
ニ
誠
二
道
念
ナ
シ
ト
云
へ
ト
モ
、
其
身
貧
シ
テ
人
ニ
立
マ
シ
レ
ル
モ
、

サ
ス
カ

(360) 

片
腹
イ
タ
ク
覚
へ
テ
、
衣
ノ
色
コ
ク
染
テ
侍
レ
ハ
、
少
シ
心
安
ク

ヨ
シ
ハ
ミ
テ
侍
リ
。
必
シ
モ
名
利
ノ
為
ト
ハ
思
ハ
ネ
ト
モ
、
中
々



身
モ
ヤ
ス
ラ
カ
ナ
リ
。
殊
ニ
貧
家
ハ
セ
メ
テ
遣
方
ナ
ラ
ハ
ス
。
恥
ヲ
思
テ
モ
、
便
宜
ノ
遁
世
ハ
ス
ヘ
キ
ニ
コ
ソ
ト
思
ッ
、
ヶ
侍
リ
。

(359) 

世
ヲ
ス
ツ
ル
ス
カ
タ
ト
ミ
ヱ
シ
ス
ミ
ソ
メ
ノ
袖
ハ
マ
ツ
シ
キ
恥
カ
ク
シ
カ
ナ
（
巻
三
・
三
五
丁
表
）

タ
カ
ヒ

O
裏
書
云
、
賢
愚
経
ノ
中
ニ
、
在
世
ニ
沙
門
、
乞
食
ル
ニ
、
或
貧
家
へ
往
ヌ
。
彼
ノ
家
ノ
夫
婦
、
互
ニ
物
念
へ
ル
色
ア
リ
。
其
志
ヲ
互
ニ

問
フ
ニ
、
二
人
ノ
志
シ
同
カ
リ
ケ
レ
ハ
、
同
心
悦
。
聖
者
ニ
ハ
難
レ
値
、
中
ノ
一
衣
ヲ
供
養
セ
ン
ト
思
フ
。
但
シ
一
人
カ
衣
ニ
非
ス
。

仇
テ
互
ニ
其
心
中
ヲ
ハ
カ
ル
ニ
、
同
心
也
ケ
レ
ハ
、
是
ヲ
内
ヨ
リ
投
出
シ
テ
供
養
ス
。
爾
時
ニ
沙
門
云
ク
、
「
僧
ニ
供
養
ヲ
演
ル
ハ
、

手
ニ
捧
テ
コ
ソ
供
養
ス
レ
。
此
作
法
非
儀
也
」
ト
云
へ
リ
。
夫
婦
答
云
、
「
我
等
貧
ニ
シ
テ
、
二
人
カ
中
ニ
、
此
ノ
一
衣
ハ
カ
リ
持
テ
、

互
ニ
指
出
シ
テ
侍
へ
リ
。
裸
ナ
ル
事
ヲ
恐
テ
不
出
」
云
。
沙
門
、
此
志
ヲ
感
シ
テ
丁
寧
ニ
呪
願
シ
、
忽
ニ
仏
所
ニ
詣
テ
、
此
由
ヲ
申

ス
。
其
瑚
ノ
国
王
・
夫
人
等
ノ
集
会
、
此
事
ヲ
聞
玉
テ
、
感
歎
ノ
余
リ
、
衣
裳
等
多
ク
調
へ
送
テ
、召
出
サ
レ
ケ
リ
。
仏
ケ
、
種
々
ニ

-10-

褒
美
讃
嘆
ア
リ
。
是
順
現
業
也
。
是
コ
ソ
、
物
無
レ
ト
モ
、
以
レ
志
ヲ
行
ス
ル
手
本
ナ
レ
。
（
巻
四
・
三
丁
表
i

三
丁
裏
）

O
裏
書
云
、
背
覚
合
塵
ト
立
ル
ハ
、
首
拐
厳
経
ノ
中
ニ
、
衆
生
ノ
迷
信
ノ
始
ヲ
説
ケ
リ
文
也
。
経
云
、
知
見
立
知
即
無
明
、
本
知
見
無

見
、
此
即
浬
繋
。
知
見
答
無
シ
。
能
所
ヲ
立
テ
覚
霊
ヲ
ハ
ス
レ

一
性
ニ
背
ク
ヲ
云
背
→
。
是
凡
夫
ノ
相
也
。
知
見
ニ
無
見
ナ
ル
背
塵

合
覚
ノ
ス
カ
タ
始
覚
ノ
倍
ナ
リ
。
一
念
無
念
ナ
ラ
ハ
即
浬
繋
也
。
（
巻
四
・
三
三
丁
表i
三
三
裏
）

O
裏
書
云
、
遺
教
経
ノ
意
ヨ
ミ
タ
ル
歌
ノ
処
。
遺
教
経
ハ
、
御
入
滅
ノ
夜
半
ノ
最
後
ノ
御
遺
誠
也
。
仏
弟
子
タ
ラ
ン
人
、
是
ヲ
身
モ
ハ
ナ

タ
ス
翫
ヒ
、
読
モ
覚
へ
ヘ
キ
ニ
、
諸
寺
ノ
僧
侶
、
或
ハ
ス
へ
テ
不
見
ナ
ン
ト
云
人
ア
リ
。
ア
サ
マ
シ
キ
事
也
。
仏
子
ト
争
テ
イ
ハ
ン
。

経
云
「
汝
等
比
丘
、
於
一
一
諸
功
徳
一
一
、
常
当
一
心
捨
諸
ノ
放
逸
イ
、
如
離
怨
賊
、
大
悲
世
尊
ノ
所
説
利
益
、
皆
巳
ニ
九
九
セ
リ
。
汝
等
但

当
勤
テ
而
行
之
、
若
桧
山
問
、
若
空
沢
之
中
ニ
モ
、
若
ハ
在
樹
下
関
処
静
室
、
念
所
受
法
勿
令
忘
失
、
常
ニ
当
ニ
自
ラ
勉
精
進
シ
テ
修

之
、
無
り
テ
為
ス
事
空
ク
死
ナ
ハ
、
後
到
有
悔
、
我
知
ク
良
医
知
病
説
薬
、
服
与
不
服
非
医
磐
也
。
」
又
如
善
道
々
人
善
道
聞
之
、
不
行
非
道



過
ニ
ハ
也
。
此
一
段
殊
肝
要
ナ
ル
故
ニ
、
若
本
文
要
覧
ノ
人
ヤ
御
座
ス
ト
テ
抄
畢
。
御
遺
言
也
。
是
許
セ
メ
テ
ハ
壁
ノ
上
ニ
モ
カ
キ
、
坐

ノ
右
ニ
モ
置
、
心
ニ
染
メ
、
ロ
ニ
付
給
へ
シ
。
穴
賢
々
々
。
病
メ
ハ
知
リ
前
路
ニ
資
糧
少
事
寸
、
老
テ
覚
ス
平
生
ノ
事
業
ノ
非
タ
ル
事
ヲ
。
無
数

青
山
隔
ッ
江
海
イ
。
与
誰
同
ク
往
、
亦
同
ク
帰
ル
。
在
世
ハ
再
生
婆
羅
門
ト
云
シ
カ
、
盛
ナ
ル
年
過
テ
仏
所
へ
参
タ
リ
シ
ニ
、
仏
告
給

シ
文
意
ニ
似
タ
リ
。
再
生
汝
今
過
タ
リ
盛
位
ヲ
、
死
垂
シ
テ
将
ニ
近
コ
炎
魔
王
」
欲
竹
往
ト
前
路
一
無
資
糧
、
求
レ
住
ン
ト
中
間
一
－
無
所
止
。
裏

分
（
巻
五
・
二
O
丁
裏
i

一
二
丁
表
）

O
裏
書
云
、
世
間
文
字
常
ノ
詞
用
ル
様
ニ
依
テ
、
歌
ト
モ
ナ
ル
カ
様
ニ
、
仏
ノ
用
給
テ
、
タ
ラ
ニ
ト
ナ
ル
処
、
宝
論
ノ
中
ニ
、
俗
ト
僧
ト

俗
経
也

ノ
問
答
ア
リ
。
俗
間
云
「
五
経
文
、
三
蔵
ノ
字
是
同
シ
。
受
持
セ
ン
何
ノ
別
カ
ア
ラ
ン
。
」
僧
答
云
「
誓
ハ
天
子
ノ
勅
書
、
百
姓
ノ
往

来
ノ
文
字
同
ケ
レ
ト
モ
、
功
用
大
ニ
異
ナ
リ
。
勅
書
一
命
シ
テ
賞
罰
ア
レ
ハ
、
是
ヲ
悦
ヒ
此
ヲ
ソ
シ
ル
。
経
法
ハ
勅
書
ノ
如
シ
、
文
書

往
来
ノ
如
」
ト
云
リ
。
殊
勝
也
。
サ
レ
ハ
、
仏
ノ
用
ノ
時
、
世
間
ノ
文
字
タ
ラ
ニ
ト
ナ
リ
テ
徳
用
ア
ル
事
信
ス
へ
シ
。
（
巻
五
・
二
二

丁
裏
l

二
三
丁
表
）

右
記
の
本
文
は
現
存
本
で
は
表
面
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
裏
書
云
」
な
ど
と
き
れ
、
元
来
は
裏
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

阿
岸
本
の
裏
書
が
、
内
閣
文
庫
第
一
類
本
に
も
裏
書
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
渡
漣
綱
也
が
述
べ
る
「
広
本
系
の
諸
本
に
の
み
収
録
さ
れ

て
い
る
説
話
と
合
致
す
る
」
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
裏
書
と
は
、
こ
れ
ら
阿
岸
本
の
裏
書
と
一
致
す
る
箇
所
を
も
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
現
存

す
る
内
閣
文
庫
第
一
類
本
に
お
い
て
も
、
裏
書
と
さ
れ
る
本
文
は
表
面
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
巻
末
や
章
段
の
末
尾
に
ま
と
め
て
記
載
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
本
文
の
合
間
に
裏
書
を
記
載
す
る
阿
岸
本
と
は
、
収
録
箇
所
が
異
な
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
書
写
の
過
程
に

お
い
て
裏
書
の
写
し
方
が
異
な
っ
て
い
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
阿
岸
本
の
裏
書
も
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
裏
書
も
、
元
来
は
同
じ
箇
所
に

付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

-11-(358) 



つ
ま
り
、
裏
書
以
外
の
本
文
を
見
れ
ば
、
内
閣
文
庫
第
一
類
本
は
流
布
本
系
寄
り
、
阿
岸
本
は
古
本
系
で
あ
り
、
両
者
の
本
文
は
性
格
を

異
に
す
る
が
、
裏
書
の
み
に
着
目
す
れ
ば
両
者
は
同
様
の
本
文
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

考
慮
す
べ
き
は
、
裏
書
と
い
う
体
裁
を
取
る
か
ら
に
は
、
本
文
を
一
通
り
書
き
終
え
た
後
で
書
き
加
え
た
箇
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
裏
書
以
外
の
本
文
の
執
筆
を
第
一
段
階
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
裏
書
の
執
筆
は
第
二
段
階
、
も
し
く
は
そ
れ
以
降
の
段
階
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
ま
ず
、
古
本
系
の
本
文
を
持
つ
阿
岸
本
の
原
型
と
流
布
本
系
寄
り
の
本
文
を
持
つ
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
原
型
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
存

在
し
て
お
り
、
両
者
に
裏
書
と
し
て
後
か
ら
補
入
き
れ
た
部
分
に
共
通
し
た
資
料
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

も
と
よ
り
阿
岸
本
と
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
す
べ
て
の
裏
書
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
先
述
の
考
え
が
す
べ
て
の
裏
書
に
当
て
は
ま

る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
右
記
の
裏
書
な
ど
は
、
阿
岸
本
と
内
閣
文
庫
第
一
類
本
以
外
の
諸
本
に
見
出
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
阿
岸
本
と
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
裏
書
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
共
通
す
る
資
料
を
以
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
言
え
よ

、
「
ノ
。

ま
た
、
以
下
の
本
文
も
、
先
に
引
用
し
た
本
文
と
同
様
、
阿
岸
本
・
内
閣
文
庫
第
一
類
本
に
の
み
見
ら
れ
る
。
「
裏
書
云
」
な
ど
の
語
句

は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
に
掲
げ
た
裏
書
と
同
様
、
阿
岸
本
・
内
閣
文
庫
第
一
類
本
共
に
共
通
し
た
資
料
を
用
い
て
補
入
き
れ
た
可
能
性

や
、
元
来
は
裏
書
で
あ
っ
た
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
。

O
盲
目
ノ
法
師
、
伊
勢
大
神
宮
ニ
参
詣
シ
テ
、
八
月
十
五
日
読
ケ
ル
。

ナ
カ
メ
ハ
ヤ
ミ
モ
ソ
河
ノ
清
セ
ニ
イ
カ
ニ
月
影
サ
ヤ
カ
ナ
ル
ラ
ム

ソ
ノ
朝
、
目
ハ
ア
キ
ニ
け
り
。
（
巻
五
・
二
五
丁
裏
）

O
塩
谷
ノ
民
部
入
道
ト
開
シ
歌
人
也
。
他
力
本
願
ノ
心
ヲ
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ヨ
シ
サ
ラ
ハ
我
ト
ハ
サ
シ
ア
マ
ヲ
フ
ネ
ミ
チ
ヒ
ク
シ
ホ
ノ
ナ
ミ
ニ
マ
カ
セ
テ

固
有
者
ハ
田
ヲ
愁
へ
、
宅
有
者
ハ
宅
ヲ
憂
ト
云
心
ヲ

ノ
ハ
キ
セ
ハ
門
田
ノ
イ
ネ
モ
シ
ホ
レ
ナ
ム
イ
ホ
ノ
ノ
キ
ハ
ノ
ア
ル
、
ノ
ミ
カ
ハ

（
巻
五
・
＝
二
丁
裏
）

『
沙
石
集
』
諸
本
概
括

最
後
に
、
僅
か
な
が
ら
新
た
に
付
け
加
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
『
沙
石
集
』
諸
本
を
概
括
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
内
閣
文
庫
第
一
類

本
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
通
り
、
裏
書
以
外
の
本
文
が
流
布
本
系
の
特
徴
を
色
濃
く
見
せ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
流
布
本
系
に
分
類

し
た
。
こ
れ
は
、
裏
書
と
そ
れ
以
外
の
本
文
と
を
切
り
離
し
、
執
筆
の
第
一
段
階
で
あ
る
裏
書
以
外
の
本
文
の
存
在
を
重
視
し
た
こ
と
に
よ

る
試
み
で
あ
る
。
裏
書
と
そ
れ
以
外
の
本
文
を
切
り
離
す
こ
と
な
く
、
裏
書
が
古
本
系
の
特
徴
を
見
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
け
ば
、
内
閣
文

庫
第
一
類
本
を
古
本
系
に
分
類
す
る
方
法
も
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

。
古
本
系
・
第
一
類
俊
海
本O
俊
海
本
系

山
岸
本
I

（
俊
海
本
巻
一
・
七
転
写
本
）

O
米
沢
本
系

山
岸
本
H

（
俊
海
本
巻
一O
上
転
写
本
）

米
沢
本

元
応
本
（
北
野
本
）

藤
井
本

俊
海
本
が
最
古
の
写
本
で
あ
り
、
最
も
古
態
を
留
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
巻
一
・
七
・
一
O
上
し
か
現
存
せ
ず
、
そ
の
全
体
像
は
明
ら
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か
で
な
い
。
現
存
す
る
巻
を
見
る
限
り
、
米
沢
本
な
ど
と
は
異
な
る
独
自
異
文
を
持
つ
伝
本
で
あ
る
。
な
お
、
山
岸
本I
と
山
岸
本
H

は
共

に
俊
海
本
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
が
、
俊
海
本
は
も
と
も
と
巻
一
・
七
と
巻
一
O
上
と
が
別
々
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
山
岸
本
の
所

蔵
者
で
あ
る
実
践
女
子
大
学
で
も
そ
れ
ぞ
れ
別
の
請
求
記
号
を
付
し
て
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
山
岸
本I
と
山
岸
本
H

と
に
分
け
て
記
載

す
る
こ
と
に
し
た
。

。
古
本
系
・
第
二
類

O
党
舜
本
系

O
阿
岸
本
系

阿党
岸（舜（
本t! 本~

成
策
堂
文
庫
旧
蔵
江
戸
初
期
写
本

真
福
寺
本

同
じ
く
古
本
系
で
あ
る
が
、
俊
海
本
や
米
沢
本
の
系
統
と
流
布
本
系
と
の
中
間
的
な
本
文
を
持
つ
た
め
、
俊
海
本
や
米
沢
本
の
系
統
か
ら
は

切
り
離
し
、
新
た
に
別
の
系
統
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
党
舜
本
は
独
自
の
説
話
を
多
く
持
ち
、
諸
本
中

最
多
の
話
数
を
誇
る
点
で
、
こ
の
系
統
に
お
い
て
も
独
自
の
色
彩
を
放
つ
。

。
流
布
本
系

O
写
本

長内
享（閤
本き文

庫
第

類
本

古
川
本

山
岸
本
m

（
吉
川
本
全
十
巻
転
写
本
）

東
大
本

仏
法
寺
本

(355) -14ー



O
刊
本

O
刊
本
の
写
し

神
宮
文
庫
本

圏
域
寺
勧
学
院
本

岩
瀬
文
庫
本

名
古
屋
大
学
小
林
文
庫
本
（
岩
瀬
文
庫
本
転
写
本
）

内
閣
文
庫
第
二
類
本

慶
長
十
年
古
活
字
版

元
和
二
年
古
活
字
版

元
和
四
年
古
活
字
版

-15-

元
和
二
年
整
版

正
保
四
年
整
版

慶
安
五
年
整
版

天
和
三
年
整
版

員
享
二
年
整
版

員
享
三
年
整
版

秋
田
県
立
図
書
館
本
（
慶
長
十
年
古
活
字
版
の
写
し
）

国
会
図
書
館
本

(354) 

学
習
院
大
学
蔵
平
仮
名
十
巻
本



流
布
本
系
諸
本
に
は
、
古
本
系
諸
本
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
構
成
上
の
大
き
な
相
違
は
な
い
。
た
だ
し
、
流
布
本
系
の
中
で
も
比
較
的
書
写
の

古
い
長
享
本
・
吉
川
本
と
、
比
較
的
書
写
の
新
し
い
神
宮
文
庫
本
・
岩
瀬
文
庫
本
並
び
に
刊
本
の
本
文
と
が
対
立
す
る
ケ
！
ス
が
少
々
目
立

つ
。
ま
た
、
多
く
の
裏
書
を
持
つ
内
閣
文
庫
第
一
類
本
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
が
、
そ
の
他
の
写
本
に
も

極
僅
か
で
は
あ
る
も
の
の
、
独
自
増
補
説
話
が
あ
る
。
た
だ
し
、
古
態
を
留
め
て
い
る
の
は
古
本
系
諸
本
で
あ
り
、
流
布
本
系
の
一
本
の
み

が
持
つ
説
話
を
取
り
上
げ
て
、
著
者
・
無
住
の
手
に
よ
る
も
の
と
断
じ
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

刊
本
は
制
動
等
を
除
い
て
い
づ
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
本
文
を
持
つ
が
、
慶
安
五
年
整
版
本
と
天
和
三
年
整
版
本
は
、
片
仮
名
本
が
主
流
の
『
沙

石
集
』
諸
本
に
お
い
て
は
珍
し
い
平
仮
名
本
で
あ
る
。
天
和
三
年
整
版
本
は
慶
安
五
年
整
版
本
の
後
刷
り
で
あ
り
、
現
存
す
る
平
仮
名
整
版

本
は
実
質
的
に
一
種
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
学
習
院
大
学
蔵
平
仮
名
十
巻
本
に
つ
い
て
は
、
学
習
院
大
学
が
所
蔵
す
る
俊
海
本

巻
一
O
上
と
区
別
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
名
称
を
付
し
た
。
国
会
図
書
館
本
と
共
に
平
仮
名
刊
本
の
写
し
と
見
ら
れ
る
が
、
も
と
に
な
っ

た
平
仮
名
刊
本
は
慶
安
・
天
和
の
平
仮
名
整
版
本
と
同
一
で
は
な
い
ら
い
凶
）
。

こ
の
他
に
、
抜
書
本
と
し
て
『
金
摘
む
ご
・
『
金
工
む
が
』
・
『
見
聞
棄
民
例
」
・
「
砂
石
集
仇
野
』
・
仙
台
市
民
図
書
館
成
材
・
『
沙
石
集
院
例
』

が
知
ら
れ
て
お
り
、
『
沙
石
集
略
抄
」
の
み
が
刊
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
沙
石
集
』
の
流
布
を
示
す
資
料
で
も
あ
り
、
ま
た
、
抜
書
本
の

原
本
を
想
定
す
る
こ
と
も
諸
本
研
究
に
有
益
な
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
概
括
は
、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
た
上
で
の
稿
者
な
り
の
分
類
で
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
分
類
法
を
除
き
、
基
本
的
に
は

先
行
研
究
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
分
類
法
に
つ
い
て
は
ま
た
御
教
示
を
賜
れ
れ
ば
と
思
う
。

『
沙
石
集
』
の
諸
本
は
多
種
多
様
を
極
め
て
お
り
、
各
本
の
位
置
付
け
を
定
め
、
諸
本
を
系
統
立
て
て
整
理
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

新
し
い
伝
本
の
出
現
を
期
し
つ
つ
も
、
今
回
特
に
阿
岸
本
を
取
り
上
げ
て
内
閣
文
庫
第
一
類
本
と
比
較
し
た
知
く
、
既
に
存
在
が
知
ら
れ
て
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れ
る
。

い
る
伝
本
に
つ
い
て
も
、
そ
の
特
徴
や
諸
本
聞
の
位
置
付
け
を
改
め
て
見
直
し
、
翻
刻
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
ら

句
読
点
等
は
私
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。

党
舜
本
の
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
沙
石
集
』
（
渡
漫
綱
也
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
一
年
）
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。

新
日
本
古
典
文
学
全
集
『
沙
石
集
』
の
解
説
（
小
島
孝
之
、
小
学
館
、
平
成
十
三
年
）
に
お
い
て
、
阿
岸
本
と
党
舜
本
は
共
に
古
本
系
第
二

類
に
分
類
さ
れ
る
。
他
に
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
解
説
な
ど
参
照
。
本
稿
に
お
い
て
も
第
三
章
で
諸
本
を
概
括
し
た
。

米
沢
本
の
引
用
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
句
読
点
等
は
私
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。

「
『
沙
石
集
』
と
『
発
心
集
』
」
と
題
し
た
口
頭
発
表
に
お
い
て
、
「
沙
石
集
』
と
「
発
心
集
』
や
「
十
訓
抄
』
と
の
本
文
を
比
較
検
討
し
た

（
平
成
十
三
年
度
中
世
文
学
会
秋
季
大
会
）
。

土
屋
有
里
子
「
成
貸
堂
文
庫
蔵
「
沙
石
集
』
の
紹
介
」
『
国
文
学
研
究
』
第
一
三
一
号
、
平
成
十
二
年

こ
の
後
に
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
り
、
『
抄
石
集
』
と
は
関
係
の
な
い
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。

引
用
は
『
沙
石
集
総
索
引
』
（
底
本
・
慶
長
十
年
古
活
字
本
）
に
よ
る
。

安
田
孝
子
『
説
話
文
学
の
研
究
」
和
泉
書
院
、
平
成
九
年
二
月
（
初
出
「
大
須
真
福
寺
本
『
抄
石
集
』
に
つ
い
て
」
『
椙
山
女
学
園
大
学
研

究
論
集
』
第
六
号
、
昭
和
五
十
年
三
月
・
『
大
須
文
庫
本
沙
石
集
｜
翻
刻
・
解
説
｜
』
昭
和
五
一
年
三
月
）

注
（6
）
に
同
じ
。

引
用
は
米
沢
本
に
よ
る
。

引
用
に
つ
い
て
は
注
（8
）
に
同
じ
。

お
茶
の
水
図
書
館
成
糞
堂
文
庫
が
現
在
閉
室
し
て
い
る
た
め
、

な
い

注
(1
) 

(2
) 

(3
) 

(4
) 

(5
) 

(6
) 

(7
) 

(8
) 

(9
) 

（
叩
）

（
日
）

（
ロ
）

（
日
）

-17ー

成
糞
堂
文
庫
旧
蔵
江
戸
初
期
写
本
に
つ
い
て
は
話
の
有
無
を
確
認
出
来
て
い
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本
文
の
引
用
、
括
弧
内
の
丁
数
は
阿
岸
本
に
よ
る
。
内
閣
文
庫
第
一
類
本
の
引
用
は
省
略
す
る
が
、
用
字
等
を
除
き
、
ほ
ぽ
同
文
。

「
古
本
系
・
第
一
類
」
「
古
本
系
・
第
二
類
」
「
流
布
本
系
」
等
の
名
称
は
新
日
本
古
典
文
学
全
集
の
諸
本
解
題
に
倣
う
。

久
曾
神
昇
「
古
紗
本
沙
石
集
零
本
」
『
書
誌
学
』
巻
十
三
第
二
号
、
昭
和
十
九
年
九
月
／
古
典
研
究
会
叢
書
第
二
期
（
国
文
学
）
『
沙
石
集

（1
）
』
汲
古
書
院
、
昭
和
四
八
年
十
月

渡
漫
綱
也
『
広
本
沙
石
集
』
日
本
書
房
、
昭
和
十
八
年
五
月
／
小
島
孝
之
、
新
日
本
古
典
文
学
全
集
「
沙
石
集
』
小
学
館
、
平
成
十
三
年

北
野
克
『
元
応
本
抄
石
集
』
汲
古
書
院
、
昭
和
五
五
年
七
月

藤
井
隆
「
広
本
沙
石
集
の
新
出
古
写
本
に
つ
い
て
」
『
帝
塚
山
短
大
紀
要
』
第
三
号
、
昭
和
四
十
年
十
二
月
／
古
典
研
究
会
叢
書
第
二
期

（
国
文
学
）
『
沙
石
集
（
2

）
』
汲
古
書
院
、
昭
和
四
八
年
十
月

渡
漫
網
也
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
沙
石
集
』
岩
波
書
店
、
昭
和
四
一
年

上
野
陽
子
「
阿
岸
本
『
砂
石
集
』
翻
刻
」
『
三
回
国
文
』
第
三
四
号
1

第
三
六
号
、
平
成
十
三
年
九
月
・
平
成
十
四
年
三
月
・
六
月

注
（6
）
に
同
じ
。

注
（9
）
に
閉
じ
。

穎
原
退
蔵
「
沙
石
集
の
長
享
古
写
本
に
つ
い
て
」
『
大
谷
学
報
』
第
十
巻
第
二
号
、
昭
和
四
年
六
月

櫛
田
良
洪
「
虫
余
漫
筆
（
十
）
l

沙
石
集
・
群
疑
論
註
釈
書
の
古
写
本
の
発
見
｜
」
『
大
正
大
学
学
報
』
第
三
七
号
、
昭
和
五
十
年
十
二

月
／
清
水
宥
聖
「
仏
法
寺
本
『
沙
石
集
』
に
つ
い
て
」
『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
二
号
、
昭
和
五
三
年
二
月

石
井
行
雄
「
園
城
寺
勧
学
院
本
『
沙
石
集
』
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
三
年
度
説
話
文
学
会
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
）

深
井
一
郎
『
沙
石
集
総
索
引
』
勉
誠
社
、
昭
和
五
五
年
三
月

稲
垣
泰
一
「
架
蔵
員
享
二
年
版
「
沙
石
集
』
に
つ
い
て
」
『
説
話
』
第
十
号
、
平
成
十
二
年
二
月

筑
土
鈴
寛
、
岩
波
文
庫
「
沙
石
集
』
、
岩
波
書
店
、
昭
和
十
八
年

例
え
ば
、
巻
二
第
十
話
に
、
蛤
・
犬
・
牛
・
馬
・
人
と
生
ま
れ
変
わ
る
話
が
あ
る
が
、
員
享
三
年
整
版
本
で
は
「
舎
利
讃
嘆
ノ
声
ヲ
聞
シ
故

ニ
死
シ
テ
後
天
王
寺
ノ
犬
ニ
生
ル
」
（
引
用
は
「
沙
石
集
総
索
引
』
）
と
い
う
一
節
が
な
く
、
蛤
か
ら
牛
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

「
『
抄
石
集
』
平
仮
名
本
に
つ
い
て
」
（
季
刊
『
ぐ
ん
し
ょ
』
第
五
五
号
、

(M
) 

（
日
）

（
日
）

（
口
）

（
問
）

（
四
）

（
初
）

（
幻
）

（
幻
）

（
お
）

(M
) 

（
お
）

（
お
）

（
幻
）

（
お
）

（
却
）

（
初
）

（
泊
）

平
成
十
四
年
一
月
）
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に
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。



（
幻
）
美
濃
部
重
克
「
「
沙
石
集
」
の
一
本
、
「
金
撰
集
」
」
「
説
話
文
学
研
究
』
第
六
号
、
昭
和
四
七
年
二
月
／
西
尾
光
一
「
再
び
伝
承
的
・
重
層

的
評
論
に
つ
い
て
｜
神
宮
文
庫
蔵
『
金
撰
集
』
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
「
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
二
二
号
、
昭
和
四
七
年
二
月
／
西

尾
光
一
・
美
濃
部
重
克
『
金
撰
集
』
古
典
文
庫
、
昭
和
四
八
年
一
月

安
田
孝
子
・
奥
村
啓
子
「
翻
刻
金
玉
集
」
「
「
金
玉
集
」
解
説
」
『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
」
第
四
号
・
第
五
号
、
昭
和
四
八
年
三

月
・
昭
和
四
九
年
三
月
／
下
西
忠
「
沙
石
集
抜
書
の
方
法l
金
玉
集
に
つ
い
て
｜
」
『
中
世
文
芸
論
稿
』
第
一
号
、
昭
和
五
十
年
四
月

織
田
顕
信
「
『
沙
石
集
」
流
伝
余
考
l

新
出
満
生
寺
抄
本
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
「
同
朋
仏
教
』
第
十
三
号
、
昭
和
五
四
年
七
月
／
渡
辺
信
和
「
満

生
寺
蔵
『
見
聞
緊
因
抄
』
第
四
｜
『
沙
石
集
」
の
抄
出
異
本
｜
」
『
伝
承
文
学
研
究
』
第
二
九
号
、
昭
和
五
八
年
八
月

徳
永
圭
紀
・
大
木
桃
子
・
平
田
英
夫
・
松
下
倫
子
「
翻
刻
「
砂
石
集
抜
要
」
」
・
徳
永
圭
紀
「
「
砂
石
集
抜
要
」
解
説
」
「
国
語
国
文
学
研
究
』

第
三
十
号
、
平
成
六
年
十
二
月

上
野
陽
子
「
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
「
沙
石
集
』
抜
書
本
翻
刻
」
『
三
田
国
文
』
第
三
十
号
・
第
＝
二
号
、
平
成
十
一
年
九
月
・
平
成
十
二

年
三
月
／
上
野
陽
子
「
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
『
沙
石
集
』
抜
書
本
に
つ
い
て
｜
「
沙
石
集
』
諸
本
研
究
の
一
材
料
と
し
て
｜
」
「
義
文
研
究
」

第
七
九
号
、
平
成
十
二
年
十
二
月

安
田
孝
子
「
説
話
文
学
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
平
成
九
年
二
月
（
初
出
「
『
抄
石
集
」
を
近
世
は
如
何
に
受
け
と
め
た
か
」
「
椙
山
女
学
園
大

学
研
究
論
集
』
創
刊
号
、
昭
和
四
五
年
三
月
）

33 
(M
) 35 36 37 資

料
の
閲
覧
及
ぴ
翻
刻
の
御
許
可
を
賜
っ
た
阿
岸
本
誓
寺
ほ
か
の
文
庫
・
図
書
館
に
対
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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